
 
Fig. 1 各種サンプルの XANES スペクトル(sample1～3 は蛍光法、参照試料は透過法にて測定した) 
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1．背景と研究目的 

可視光に応答する光触媒は、その使用用途の拡大が可能なために注目されている。今回、触媒の高分

散水溶液の開発を行うことを目的とし、チタニア系複合光触媒を水溶液中で調製し、水溶液中における

Ti の性状を調べた。 

 

2．実験内容 

X 線吸収微細構造(XAFS)スペクトルの測定には硬 X 線を用いた。水溶液中で 3 条件の方法で調整し

た複合型チタニア系分散溶液にキセノンランプ光を照射し、ある一定時間置いた後に蛍光法(参照試料は

透過法で)にて測定を行った。 

 

3．結果および考察 

Fig. 1 に水溶液中にて各種条件で作製したチタニア系の複合型光触媒分散溶液(sample1～3)及び各種

参照試料(TiO2(anatase 型)、Ti4O7、Ti2O3、TiO)の XANES スペクトルを示した。参考として用いたサンプ

ルの Ti の価数は TiO2：4 価、Ti4O7：3.5 価、Ti2O3：3 価、TiO：2 価である。今回作製した三種類のサン

プルの Ti の価数はどれも 3.5 と 4 の間で、微細構造は Ti4O7 に近いことが分かった。調製した各種サン

プルは予想よりも光触媒性能が芳しくなく、今後、高活性といわれているアナターゼ型に近くなるよう

にサンプルの処理条件変更を検討していく必要がある。 
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